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新
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早
期
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備
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に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

馳

浩
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北
陸
新
幹
線
の
早
期
の
整
備
着
工
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

北
陸
新
幹
線
の
建
設
負
担
金
を
新
潟
県
が
二
〇
一
一
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。

先
の
「
北
陸
新
幹
線
の
早
期
の
整
備
着
工
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
度
末
ま
で
の
金
沢

開
業
に
向
け
た
早
期
の
整
備
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
今
回
の
新
潟
県
の
地
元
負
担
金
計
上
拒
否
に
よ
り
、
沿
線
自
治

体
・
住
民
か
ら
も
困
惑
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
当
初
の
建
設
計
画
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
、
国
の
責
任
で
適
切
な
対
応
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

新
潟
県
が
建
設
負
担
金
計
上
を
見
送
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
示
さ
れ
た

い
。

二

新
潟
県
が
建
設
負
担
金
計
上
を
見
送
る
理
由
と
し
て
、
負
担
金
の
増
額
や
停
車
駅
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
協

議
を
求
め
た
が
、
一
向
に
会
談
が
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
反
発
を
強
め
た
と
さ
れ
る
。
国
の
不
誠
実
な
対
応
を
理
由
に

あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
責
任
を
考
え
て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。

三

二
に
関
連
し
て
、
早
期
の
解
決
に
向
け
、
今
後
新
潟
県
と
協
議
を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

一



四

今
回
の
新
潟
県
の
負
担
拒
否
に
よ
り
、
二
〇
一
四
年
度
末
ま
で
に
予
定
し
て
い
る
金
沢
開
業
に
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
は
な

い
か
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

不
足
す
る
事
業
費
に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
に
肩
代
わ
り
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
え
る
の
か
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

六

北
陸
新
幹
線
の
沿
線
自
治
体
に
お
け
る
来
年
度
の
建
設
負
担
金
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
算
出
さ
れ
る
数
字
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


